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北海道学生バドミントン連盟

副委員長　前田　健勇嗣

(公財)日本バドミントン協会3級公認審判員資格の取得義務化について

3級公認審判員資格の義務化に至った経緯

(公財)日本バドミントン協会が若い競技者にマナーやルールの周知徹底を行う目的で、全日本学生バドミントン連盟に登録者全員が審判講習を受けるようにと通達しました。それを受け、先の石川県で行われた全日本学生バドミントン選手権で、平成２１年度から本連盟を含む全七地区学連においても必ず審判資格取得検定会を実施するようにと、全日本学生バドミントン連盟より各地区学連へと伝えられました。

3級公認審判員取得について

本連盟は平成２１年度より、各大学に毎年、男女校は男子２名以上、女子２名以上、単一校は２名以上の３級公認審判員資格をもった選手を本連盟に登録することを義務付けます。その審判登録の締め切りを毎年度の新人戦までとします。

本連盟は今年度の新人戦より、毎年度新人戦において3級公認審判員取得のための審判資格取得検定会（有料）、および新人戦参加者全員を対象にした基礎講習会（無料）を行います。新人戦で行われる審判資格取得検定会に参加しない大学は、各地区協会で行われている審判資格取得検定会に参加して、あらかじめ3級公認審判員資格を得て、定められた人数分の発行された３級公認審判手帳の氏名、資格有効期限が明記されているコピーを本連盟に提出してください。

審判資格取得検定会に参加し、３級公認審判員資格を取得するためには、１名当たり申請料２１００円、全日本バドミントン協会への登録料３年間５２５０円、道協会への登録料３年間２１００円、ルールブック代８００円の合計１０２５０円が必要となります。本連盟はその内、取得者１名当たりの申請料２１００円を、各大学に対して男女校は男女２名ずつ、単一校は２名分まで補助します。各地区協会で取得される場合も同様です。

義務化にあたっての規則

今年度新人戦で行われる審判資格取得検定会に参加されない大学は、来年度の新人戦まで（来年度新人戦で行われる審判資格取得検定会を含む）に、男女校は男子２名以上、女子２名以上、単一校は４名以上の３級公認審判員資格を持った選手を本連盟に登録してください。

新人戦までに２名以上の３級公認審判員資格持った選手を登録されなかった大学は、その翌年度の大会出場停止またはそれ相応の処置をとらせていただきます。
今年度新人戦で開催される審判資格取得検定会への参加希望調査について

　　　今年度新人戦で行われる審判資格取得検定会に参加する選手数、氏名を事前に把握し、審判講習会、および大会運営を円滑なものとするため「審判資格取得検定会参加調査票」に必要事項をご記入の上、必ず期日内にご返信ください。

 5．　　その他

　     何らかの事情で、定められた人数分の３級公認審判員資格を持った選手を登録締め切りまでに登録することができない大学は、その旨を事前に本連盟まで申し出てください。

何かご不明な点、質問等ございましたら下記までご連絡ください。

北海道学生バドミントン連盟　　副委員長　前田　健勇嗣
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